
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時  平成３１年４月２８日（日）  

■会 場  府中市立旭小学校グラウンド 

■主 催  一般社団法人 備後府中サッカー協会 

■後 援  一般社団法人 府中青年会議所 

■協 賛  株式会社 太陽都市クリーナー 

  



第２２回ＪＣカップミニサッカー大会開催にあたって 
 
会長あいさつ 
この大会も、22回目を迎えることができました。 
後援、支援頂いている（一社）府中青年会議所様に府中サッカー協会を代表し、厚く

お礼申し上げます。 
5月 1日より、元号も「令和」と変わり、「令和元年」最初のサッカー大会となりました。 
この大会は、サッカーというスポーツを広くに知って頂き、楽しんでもらう事でサッ

カーの普及になり、子ども達の健全育成につながる事と信じ、又、この大会に参加して
いる子ども達の未来を想い開催しています。 
どうか今日、この時間を大切に思いきり楽しんで下さい。 
最後にこの大会に参加・協力して頂いたすべての方々に感謝しあいさつとさせて頂き

ます。”ありがとう” 
 

一般社団法人備後府中サッカー協会 
会長（代表理事） 宮本 憲治  

 
理事長あいさつ及び大会趣旨 
日頃は、私ども（一社）府中青年会議所の活動に対し、ご理解とご協力を賜り誠にあ

りがとうございます。メンバー一同、心より感謝申し上げます。  
さて、本大会はスポーツを通じて、子どもたちに心身ともに成長する機会の提供を目

的としております。 
その中で初心者や未経験の子ども達にも、サッカーの楽しさを感じてもらえるように

「ミニサッカー」とし、ＪＣカップ独自ルールを採用しております。勝敗だけにこだわ
ることなく、経験者、未経験者ともに思いっきり体を動かし、協力してサッカーを楽し
むことが、子ども達の今後の人生に於いて必ず役に立つ体験となります。 
本日はどうぞよろしくお願い致します。     
  

２０１９年度 一般社団法人府中青年会議所 
理 事 長  平 慶一郎 

 
平成 31年（2019 年）4月 28日（日）        府中市立旭小学校グラウンド 
8:00 開会式  
  開会宣言 （一社）府中青年会議所 事務局専任理事 松本 拓也 
  国旗掲揚・国歌斉唱  
  主催代表挨拶 （一社）備後府中サッカー協会 会  長  宮本 憲治 
  後援代表挨拶 （一社）府中青年会議所 理 事 長  平 慶一郎 
 競技上の注意（競技規則について）  
  （一社）備後府中サッカー協会 審判副委員長  四茂野 爽太 
 ※各チームの代表者への諸注意並びにお願い  
  （一社）備後府中サッカー協会 専務理事  真田 光夫 
 B ブロック 成績発表 表彰式 記念撮影 
 A ブロック 開会式  
 閉会式  
 成績発表、表彰式  
 謝辞 （一社）府中青年会議所 理 事 長  平 慶一郎 
 国旗降納  
 閉会宣言 （一社）府中青年会議所 事務局専任理事 松本 拓也 
 記念撮影  

 

  



第２２回 JC カップミニサッカー大会 
 

日 時   2019 年 4 月 28 日（日） 

会 場   府中市立旭小学校グラウンド 

主 催   一般社団法人 備後府中サッカー協会 

後 援   一般社団法人 府中青年会議所 

チーム構成   １チーム 5 名以上 10 名以内（男女は問いません） 

大会ルール   1 試合 20 分（前半 10 分 後半 10 分）インターバル 5 分 

          各ブロックともリーグを行い順位決定いたします。 

          その他「本大会用オリジナルルール」を採用。 

表 彰   各ブロック 優勝・第 2 位・第 3 位   

スケジュール  

【 Ｂブロック 】 7：30 受付開始 8：00 開会式 8：30 試合開始 11：30 表彰式 

【 Ａブロック 】12：00 受付開始 12：30 開会式 13：00 試合開始 16：00 閉会式  

参 加 費   1 チーム 2,000 円 

参 加 資 格   スポーツ保険に加入している事 

募集チーム   ジュニア A ブロック 

 （小学生 5・6 年生とする） 

      募集チーム数  15 チーム 

           

ジュニア B ブロック 

（小学生 4 年生以下と大人の混合チームで大人は女性保護者とする） 

      募集チーム数  15 チーム 

                    

    注意： ジュニアＢブロックは試合中、大人がコート内に 1 名（登録は 2 名以上）とする。 

             

申 込 み    上記 2 ブロックの中から、参加ブロックを選んで別紙、参加申込書に必要事

項を明記の上、mail で申し込みください。申込み多数の場合は先着等を考

慮し、大会運営にて参加チームを決めさせていただきます。 mail 先 

fuchujc@fuchu.or.jp 

参 加 通 知    参加決定チームには、大会１週間前までに参加確定通知書をメール等で

連絡します。 

そ の 他    大会中の事故について主催者側は応急処置を除き、一切の責任を負いま

せん。 

参加チーム数により、大会ルール・スケジュールを変更する事があります。 

各チーム必ず 1 名の帯同審判をお願いします。（※審判服着用） 

準備、片付けは参加チームでお願いします。 

小雨決行します、雨天中止の場合は、6：00 ごろ代表者に連絡します。 

 

お問い合わせ先： 大会についての問い合わせ先 登録についての問い合わせ先 

 祐源 英俊 

携帯 090-3635-7416  

（一社）府中青年会議所 

E-mailll  fuchujc@fuchu.or.jp 



第２２回 J C カップ 

５vs５ミニサッカー大会 

 

競技について 

 

① 本大会は本大会のオリジナルルールを採用する。 

② 試合時間は２０分（前半１０分 後半１０分）とし、インターバルは３分とする。 

③ 試合は、すべてリーグ戦とする。 

各ブロックを４つのリーグに分け、総当りのリーグ戦を行う。 

勝ち３点、引分け１点、負け０点。勝ち点が同じ場合は、得失点差、得点数で各ブロック全体の 

中で最終順位を決定する。（同一のブロックのコートから２チームの表彰チームの可能性もある。） 

④ 順位決定に関してすべて同点の場合はサドンデス P K 戦とする。但し、その方法については当日大

会運営から伝える。 

⑤ チーム登録は、１チーム５名以上１０名以内とする。ブロックを越えることも含め２チーム以上の重

複登録は認めない。もし違反が発覚した場合チームを失格とします。 

⑥ ユニホームは同一チームであることが分かるものを着用すること。T シャツ等でも可。 

すね当て・ストッキングは危険防止の為必ず着用して下さい。 

 

競技規則 

 

① 競技場、ゴールはフットサル、ボールは４号球とする。 

② 試合は５人を超えない競技者で構成される２つのチームによって行なわれ、ゴールキーパーは無し

とする。選手交代は競技中に自由にできるが、交代してコート内に入る競技者は出る競技者が完全に

交代ゾーンの外に出た後、交代ゾーンから競技場に入ることができ回数の制限は無い。 

③ 試合は、相互審判とし主審及び副審の２名によって行い、各々反対サイドを行動し、協議規則を励行

させる。タイムキーパーは本部が行う。主審・本部の判定は絶対であり、これに従うこととする。 

④ アウトオブプレー後は、全てキックインにてプレーを再開する。 

キックインを行う競技者は：ボールをキックするとき、いずれかの足の一部をタッチライン上、また

はタッチラインの外のピッチ面につける。 

守備側のチームの競技者は：キックインを行う地点から５ｍ以上離れる。 

正しくキックインを行わない場合は、相手チームの競技者がキックインを行いゲーム再開する。 

⑤ オフサイドは採用しない。 

⑥ 接触プレー及びスライディングは反則行為とする。 

⑦ 一切の反則行為と不正行為は主審の判断でペナルティキックとする。 

⑧ ペナルティキックは守備側のゴールライン上より、無人の相手ゴールへキックして行う。相手プレー

ヤーはフィールド外に必ずいることとし、キッカーはフィールド内にいるプレーヤーがキックする

こと。得点とならなかった場合は、ゴールライン上よりキックインして競技を再開する。 

⑨ 退場者は、その試合に復帰できない。但し、代わりの競技者が入れるものとする。 

⑩ ゴールキック、キックイン及びキックオフからの直接ゴールは認められない。 

⑪ その他の競技規則は日本サッカー協会制定の競技規則によるものとする。ただし、天候、設備その他

運営上の理由により変更する場合があります。 



 
 

第２２回 ＪＣカップ５VS５ミニサッカー大会 

参加にあたってのお願い 

 

（一社）備後府中サッカー協会 

会長（代表理事） 宮本 憲治 

 

本大会に参加くださる各チームのみなさまに『被災地に対する義援金』活動について

（ご協力依頼） 

 

平素から、当協会の事業活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

例年同様、今年も『被災地に対する義援金』活動を微力ではありますが、被災された

サッカーファミリーへの支援と被災地の一日も早い復興のため義援金活動を行うことに

いたしました。つきましては、この活動の趣旨をご理解いただき、皆様のご協力をお願

いいたします。 

 

＊参加選手ひとりに２０個以上のアルミ缶をご持参ください。 

義援金に換金します。 

  



 


